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FDTD法を用いた複数人工物モデルの偏波散乱解析
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1.まえがき　マイクロ波リモートセンシングの応用例

の1つに市街地の検出がある.市街地の検出はI一般的に

レ-ダ照射方向と建築面が正対しない場合に困難となる.

その解決法として散乱電力分解[1]や円偏波相関係数[2]
などが提案されている.しかし,それらの手法が有効で

ある物理的な根拠が無いため,市街地に特徴的な形状(リ

フレクタ構造など)に対してどのような振舞を示すのか

検討されていない.そこで本稿では,模擬的な市街地と

して直方体を複数配置したモデルに対するFDTD偏波

散乱解析を行い,物理的散乱特性について検討を行った.

2.散乱行列と修正円偏波相関係数 水平(H)および垂
症(V)直線偏波の平面波EilおよびEL・が散乱体に入射

する場合,散乱波の寄与Esは,次式で表現される.
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直線偏波基底(HV)を円偏波基底(LR)に変換すると,
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31のようになる.これを用いると円偏波相関係数は,

2)

Ill-RR - (SllS"rr) / (SllS;LLl(SrrS完R) (3)

となる. Reflection Symmetry条件((ShhSんV)記
(SvvS右V)記0)が成立する円偏波相関係数TLL_RR(0)

を用いて修正した相関係数[2】は,次式となる.

7ll-rR - ¥lLL_rr¥ I ¥jll-rr(O)¥.　　(4)

3. FDTD偏波散乱解析 人工物モデル(円盤(地面)

上に置かれた直方体群(人工物))に平面波が入射した場
合のFDTD偏波散乱解析を行った.入射平面波にはガ

ウスパルスを用い,入射角0は45度と固定し, Squint
角少を0度から40度まで変化させた場合の散乱電力

の角度特性を計算した.使用周波数は1.27GHz,解析

領域は541×541×291(△=0.01[m])である.図1, 2
に示す散乱体は誘電体(建物:er - 4.0,a - 0.007,也
面:er- 10.0,a-0.0175)であり,図3にサイズを示す.
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4.検討・考察
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図9 7′(散乱体2)

入射角¢が増加するにつれ図4, 5ではRCSの交差偏
波が上昇し,図6, 7ではHelix散乱が相対的に大きく

なる傾向にある.これは,入射角¢の増加とともに複雑

な散乱(建物間の多重散乱など)が徐々に影響を与えると
考えられる.図8, 9ではその複雑な散乱に反応する傾

向がみられ　-(ll-rrが偏波入射方向と傾斜した建物の
検出に有効であることが分かる.また,図9では20~30

度の角度帯で強い相関を保つ.これはRCSの交差偏波

と主偏波が同等な強度であることが要因である.そのた

めIll一朋は散乱波の交差偏波が大きくなる非対称な
建物配置であるほど強い相関を示すことが分かる.
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